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プログラム

開会の挨拶	 8：55～9：00

会長：三木田馨（防衛医科大学校　国際感染症学講座）

共催セミナー1　［共催：塩野義製薬株式会社］	 9：00～10：30

「カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症に対する抗菌薬適正使用について」
座長：小林　治（国立がん研究センター中央病院　感染症部）

SS1-1	 Carbapenem分解型β-lactamase：その機能の特徴
石井良和
広島大学IDEC国際連携機構／PHIS／環境遺伝生態学分野

SS1-2	 国内外にみられる耐性菌の現状とその対応
矢野寿一
奈良県立医科大学　微生物感染症学講座

SS1-3	 カルバペネム耐性菌感染症の診療 −セフィデロコルの位置付けを含めて−
松本哲哉
国際医療福祉大学医学部　感染症学講座／国際医療福祉大学成田病院　感染制御部

一般演題1	 10：35～11：11

座長：森永芳智（富山大学学術研究部　医学系　微生物学講座）

0-1	 マルチプレックス遺伝子検査の導入による菌血症診断と抗菌薬適正使用指針に関
する検討
高野知憲1、大柳忠智2、竹村　弘3、國島広之1

1．聖マリアンナ医科大学　感染症学講座
2．聖マリアンナ医科大学病院　臨床検査技術部
3．聖マリアンナ医科大学　微生物学教室

0-2	 Helicobacter pyloriの薬剤感受性試験におけるE-testおよび微量液体希釈法の
比較検討
直田実子1、吉野友梨1、徳永健吾2、大崎敬子2

1．杏林大学医学部　医学科
2．杏林大学医学部　予防医学教室

0-3	 PCRによる遺伝子検出から見た寄生虫の臨床
水野哲志、所　正治
金沢大学医薬保健研究域医学系　国際感染症制御学

0-4	 パロモマイシンが殺シスト効果を示した難治性ジアルジア症の一例
保科斉生、堀野哲也
東京慈恵会医科大学　内科学講座　感染症内科
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特別講演	 11：15～12：05

座長：神谷　茂（杏林大学　名誉教授）

SL	 実用化が進みつつある遺伝子治療の現状と展望
水上浩明
自治医科大学　分子病態治療研究センター　遺伝子治療研究部

ランチョンセミナー　［共催：株式会社アイジェノミクス・ジャパン］	 12：10～13：10

「女性のマイクロバイオーム研究の最前線」
座長：岩田　敏（熊本大学大学院生命科学研究部附属ワクチン開発研究センター）

LS-1	 Human Endometrial Microbiota and Reproduction：子宮内環境と妊孕性の
関連
岩見菜々子
神谷レディースクリニック

LS-2	 女性生殖器のマイクロバイオーム研究の現在地
相澤（小峯）志保子
日本大学医学部　病態病理学系微生物学分野

総会	 13：15～13：45

寄生虫セミナー	 13：50～15：05

「消化管寄生虫症」
座長：國島広之（聖マリアンナ医科大学　感染症学講座）

PS-1	 日本海裂頭条虫症
大西健児
鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部　救急救命学科

PS-2	 腸内原虫叢：その病原性と宿主との有益な関係の可能性
所　正治、Norton Nirina Rafarahanta、水野哲志
金沢大学医薬保健研究域　医学系　国際感染症制御学

PS-3	 寄生虫と腸管 〜寄生虫による腸管感染症と寄生虫の通過臓器としての腸管〜
中村（内山）ふくみ
東京都立墨東病院　感染症科
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共催セミナー2　［共催：ミヤリサン製薬株式会社］	 15：10～16：40

座長：田口晴彦（杏林大学　保健学部）

SS2-1	 腸内細菌叢と消化管機能
穂苅量太、岡田義清、高橋　駿、平田　大、堀内知晃、田原寛之、西村弘之、栗原千枝、
成松和幸、高本俊介
防衛医科大学校　内科学（消化器） 

SS2-2	 軽度認知障害患者に対するビフィズス菌摂取による認知機能改善・脳萎縮予防効
果の検討
浅岡大介
順天堂大学医学部附属　順天堂東京江東高齢者医療センター　消化器内科

SS2-3	 腸腎連関に着目した慢性腎臓病の新たな治療戦略
吉藤　歩
慶應義塾大学医学部　感染症学／腎臓内分泌代謝内科

一般演題2	 16：45～17：21

座長：岡健太郎（ミヤリサン製薬株式会社　中央研究所）

0-5	 肝線維化および肝性脳症における口腔ウレアーゼ産生菌の影響
河井友来1、多胡遥香1、辻　秀真1、山元修成2、中山日菜子1、福岡威人1、藤井　萌1,3、
河野有華1,4、後藤和義2、渡辺彰吾2

1．岡山大学大学院保健学研究科　検査技術科学分野
2．岡山大学学術研究院保健学域　検査技術科学分野
3．愛媛県立医療技術大学　保健医療学研究科　医療技術科学専攻
4．金城学院大学　生活環境学部　食環境栄養学科

0-6	 環境エンリッチメント飼育がDSS大腸炎と腸内細菌におよぼす影響
岡田義清1、高橋　駿1、古賀農人2、平田　大1、堀内知晃1、田原寛之1、西村弘之1、
栗原千枝1、成松和幸1、高本俊介1、冨田謙吾1、都築義和3、穂苅量太1

1．防衛医科大学校　内科学（消化器）
2．防衛医科大学校　精神科学
3．埼玉医科大学　消化管内科

0-7	 マウスモデルを用いたカンジダ属腸管内定着・臓器播種と腸内細菌叢の関連性評
価研究
阿部雅広、平澤　愛、老木紗予子、大谷天人、小泉亜未、篠原孝幸、宮﨑義継
国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所　真菌部

0-8	 慢性腎臓病患者における尿路細菌叢の構成変化と感染リスクとの関連
吉藤　歩、柴田納央子、長谷川直樹、南宮　湖
慶應義塾大学　医学部　感染症学

閉会の挨拶	 17：21～17：25

会長：三木田馨（防衛医科大学校　国際感染症学講座）


